
SATテクノロジー・ショーケース2019

 

  

■ はじめに 
低軌道周回衛星に搭載された光学センサは，1m以下

の地表面分解能（地上の撮像対象を識別できる大きさ）で
撮像することを実現しているが，周回していることから時間
分解能（同一点を撮像できる観測頻度）が低い．静止衛星
に搭載された光学センサは，同一点に常時指向すること
が可能であるため時間分解能が高いが，軌道高度が高い
ため低軌道周回衛星よりも地表面分解能が低い． 

本研究は，静止衛星に大型の光学系を搭載することで，
時間分解能と地表面分解能を両立させた光学センサの実
現を目指している[1]．静止軌道から実用的な地表面分解
能を得るためには3mを超える大きさの主鏡が必要となる
が，大型化に伴う質量増加への対策として主鏡の軽量化
が必要とされている．本研究では，従来の主鏡材料である
低熱膨張ガラスと比較して比剛性が高く軽量化に有利で
ある低熱膨張セラミックスを用いて軽量な主鏡を実現する
技術を開発している． 
■ 活動内容 
１．材料物性と放射線耐性の評価 

常温近傍での熱膨張率が低熱膨張ガラスと同等である
コーディエライトセラミックスに着目した．それぞれの基本
物性を同一の試験条件で比較した結果を表１に示す[2]．
コーディエライトセラミックスは，低熱膨張ガラスと比べて
密度や熱膨張率はほぼ同等であり，弾性率が1.5～2倍，
熱伝導率が3～4倍高いため，軽量かつ熱的に安定なミラ
ー材料である．また，放射線試験前後で熱膨張率の変化
を評価した結果を図1に示す[3]．低熱膨張ガラスは放射
線照射に伴い熱膨張率が有意に変化したが，コーディエ
ライトセラミックスには有意な変化は確認されなかったため
宇宙用のミラー材料として適している． 
２．軽量化ミラーの試作 

コーディエライトセラミックスの軽量化加工と鏡面加工の
実証のために，実際の主鏡を模擬したφ0.7mの軽量化球
面ミラーを試作した（図2）．背面側を薄肉リブ構造に軽量
化加工し，鏡面側を高精度に鏡面加工することにより，面
積密度25kg/m2以下，形状精度35nm RMS以下，面粗さ
1nm RMS以下のミラーを製造することができた[4]． 
３．今後の予定 

コーディエライトセラミックスの強度や放射線耐性につ
いて，材料ばらつきや試験条件の違いを考慮してより詳
細な評価を実施する予定である．また，実スケールの大型
主鏡の試作評価を実施する予定である． 
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表 1 コーディエライトセラミックスと低熱膨張ガラスの比較 

 
図 1 放射線耐性（熱膨張率の変化）の評価結果 

 
図 2 コーディエライトセラミックス軽量化ミラーの試作結果 
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